









































































































































































































凡例 地名 対象地名 所在地（県）
○ 筑紫 チクシ 福岡県
○ 浦志 ウラシ 福岡県
△ 伊都 イト 福岡県
△ 波呂 ハロ 福岡県
◎ 牛 ウシ 佐賀県
◎ 現川 ウツツ 長崎県
◎ 薄香湾 ウス 長崎県
◎ 臼ノ浦 ウス 長崎県
○ 仁田 ニタ 長崎県
◎ 庇羅 ヒラ 長崎県
△ 糸串鼻 イトクシハナ 長崎県
△ 阿蘇 アソ 熊本県
○ 尾足 オタル 熊本県
◎ 浅海井 アサムイ 大分県
◎ 臼杵 ウスキ 大分県
◎ 宇津々 ウツツ 大分県
◎ 荒戸 アラト 大分県
△ 江武戸 エムト 大分県
○ 瓜生野 ウリュウ 宮崎県
◎ 宇宿 ウスキ 鹿児島県
◎ 平久保 ヒラ 沖縄県
◎ 平得 ヒラ 沖縄県
◎ 太田 オオタ 沖縄県
△ 伊土郡 イト 沖縄県
○ ヒナイ川 沖縄県
△ ウブンドル 沖縄県
○ 比内 ヒナイ 沖縄県
































































































































．お わ り に
本稿では，九州地方におけるアイヌ語系地名の残存の
可能性について，福岡県の「志登」を事例として，若干
の考察を行った。その過程は，先行研究の成果を述べ，
地図，景観写真，文献資料の情報をもとに，アイヌ語系
地名の可能性について検証した。
その結果，志登は，アイヌ語地名の可能性が高いと考
えられる。その理由として，地形的条件が大きい。すな
わち，アイヌ語説となる「峰」や「舌状丘陵」の意味の
双方の可能性を含む点を挙げることができる。加えて，
この地は，交易地であり，他地域からの文化的要素が流
入しやすい地理的環境を有していた。
他方，日本語説で考えた場合，志登は，「湿地」や
「川の下流」の意味としても一致する。よって，福岡県
の志登は，語源をアイヌ語説から日本語説に転化となっ
た地名の可能性がある（図３）。
今後の課題は，縄文期の調査地における地理的環境の
復元による正確な地形の検証である。志登付近の微細地
形の様子がわかることで，検討の精度が増す。機会をみ
て，継続研究をしていきたい。
付記
本研究では，２０１４年度北方圏学術情報センター研究費
（生活福祉研究部）を使用した。
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九州地方におけるアイヌ語系地名の残存の可能性
－１７０－
